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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は、ボツワナのフランシスタウン地域を中心としたASTER TIRのリモートセンシングデータと空中

磁気探査データの統合解析を提案し、フォールスカラー合成や画像フィルターを使った強調処理などの有効

性を確認した。また、セリベ・ピクウェ地域を中心としたLandsat 8 SWIRデータから、既知の鉱床と関連す

る明確な熱水変質帯を明らかにし、熱水変質帯と考えられる他の有望地域も明らかにした。さらに、その有

望地域から採取した岩石サンプルの測定から、金属鉱物に特有の強い強制分極効果があることも明らかにし

た。これらの研究は、鉱床探査における金属鉱物資源の探査精度の向上に貢献し、物理探査学上寄与すると

ころが大きい。よって、本論文は博士(工学)の学位に値するものであると認める。 


	論文調査の要旨
	１　論文審査の投票結果およびその担当者
	２　論文調査の結果の要旨

